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[VII 書評］

「街に出ていく」倫理学者

一大庭健「自分であるとはどんなことか」 （勁草書房）

中岡成文

この頃は哲学・倫理学者もお高くとまっていないで、身近なことについてもよく

発言しているが、本書の著者大庭健さんの「街に出ていく」行き方はなかでも先駆

的で、異彩を放っている。 「日本でもっともアグレッシヴなアル中寸前の倫理学

者」というかれの自己規定はぜんぜん笑えない。アル中寸前はご愛敬としても、過

激なまでにポップな言辞を振りまくこの倫理学の使徒は、ある種のトータルさの欠

如に苛立つように、とても執拗に問い（問責）の連鎖を展開する。その追及が教育

者的な配慮（と若干のペダントリー？）にも促されていて、おかげでたくさんの勉

強をさせてもらえることは、問責に立ち会う者のしんどさをあまり軽減してくれな

しヽ。

本書の学問的スタンスは主として分析哲学系の「心の哲学」とルーマン的システ

ム論とに置かれている。ただし、いったん大庭さんの鉄の胃袋で消化されてしまう

と、思想たちはそれなりにわかりやすくこなれ、相関図も明確になるが、それぞれ

の思想のオリジナルなたたずまいとは違ってしまうケースもある。ルーマンのシス

テム論はその重大なひとつだと私は思う。

意味というものは個人の主観的な意図などに回収されず、私たちの相互行為のプ

ロセスにおいてのみ事後的かつ公共的に確定しうるものとなる。このことを大庭さ

んはルーマンの独特なコミュニケーション概念にも言及しつつ (79)力説し、これ

を「行為の共輛的実現」と呼ぶ。大まかな方向としてはうなずける。ただ根本的な

問題は、そのような狭い意味での相互行為（社会的行為）の領域に大庭さんが意味

一般を囲い込もうとしていることだ。自然の出来事には行為をもって「有意味」に

連接することはできないとかれは断言する。しかし、ルーマンはそんなことは言わ

ない。雨が降ってくれば傘をさす。これは「因果関係」 (86)ではなく、有意味な

連接である。なぜなら、雨に打たれたまま歩くという選択もできるのだから。ルー

マンのいうコミュニケーションは大庭さんのいう行為より明らかに広い概念である。

そしてこれはルーマン解釈の当否を超える。
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あなたと私との「呼応可能性」を「手軽に値切って」無私を語る形而上学者 (17

7)に大庭さんが憤ってみせる、その意図は支持したい。行為の連接から独立とさ

れる個人の「存在」を重視することに批判的 (87)なのも、 「ほんとう」の自分探

しが無限後退に陥っていくことに痛ましさを感じる (14)のも、理解できる。しか

し、私を「ココ」に遠元することによって、発達心理学的に出現した「一人称を用

いて当のシステムじしんを指示」する心システム以外に特別な自己はいないと断言

する 065)ことによって、私の自己関係（自己コミュニケーションと呼びたい）

の複雑さと豊かさは切り縮められてしまうのではないか。本書がめざすように若い

人たちの「所在なさ」の感覚に切り込むためには、ステレオタイプを強制する日本

の社会状況を指弾するだけで足りるのだろうか。

「自分である」ことについてこんなにダイナミックな本を書く大庭さんのうちに

は、きっとたくさんの「私」がうごめいているだろうに、最後はきっちり倫理学的

還元主義者の顔をしている。倫理学者になりきれない私としては、その秘密をぜひ

知りたい。

（「週刊読書人」第2225号、 1998年3月5日）
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